
事
成
院
日
毒
師
三
そ
の
殺
事

山

田

英

毒

第

章

事
戚
院
白
書
簡
に
劃
す
る
考
究

第
一
節

書
師
の
遺
品
及
遺
蹟

角
岡
山
妙
光
寺
は
害
師
剛
時
の
業
を
成
ぜ
し
地
に
し
て
、

E
つ
同
山
三
十
五
世
の
倖
燈
た
り
。
同
寺
に
臓
す
る
葬
師
の
遺
口
聞
は

一
、
剛
略
原
本
七
品
位
・
現
行
の
捌
略
と
何
等
の
相
蓮
無
く
、
其
第
一
巻
表
紙
裏
に
三
寸
に
二
寸
位
の
日
本
紙
の
貼
紙
あ
り
。
共
の
文
に
日
く

一
月
三
星
心
呆
清
滞
ノ
樺
一
一
付
日
書
云
ク

右
様
史
記
天
宮
書
索
隠
繭
雅
ナ
リ
、
大
辰
ハ
房
心
尾
也
冠
註
授
＝
考
要
一
心
ノ
三
塁
一
名
＝
大
果
－
中
大
星
矯
明
堂
天
子
之
正
位
也
、
前
昼

太
子
後
星
庶
子
史
記
本
－
一
一
再
大
星
天
王
前
後
皇
子
属
云
云
房
ニ
四
星
心
ノ
三
星
尾
－
一
九
星
ア
リ
一
五
一
五

右
楳
恐
一
フ
グ
ハ
斯
様
ナ
底
ヨ
リ

出
叉
卓
氏
藻
林
家
偏
起
心
一
ニ
ア
夫
婦
之
象
－
故
－
一
嫁
ス
ル
者
名
テ
以
テ
儒
レ
候
一
匹
云
宋
唐
以
下
ノ
天
文
志
ヲ
検
セ
パ
而
共
義
徒
明
ナ
ラ

ン
東
宮
蒼
龍
ハ
房
心
尾
ノ
惣
名
ト
見
ヘ
タ
リ
。

右
貼
紙
の
文
何
人
の
註
な
り
や
知
ら
予
。
筆
勢
甚
だ
難
解
な
り
。
初
め
の
白
書
一
五
く
の
字
、
「
日
書
云
々
」
と
も
見
ゆ
。
書
公
の
筆
勢
に
似

る
も
未
だ
詳
な
ら
歩
。

一
、
御
本
簿
一
幅
、
此
の
外
角
田
山
檀
越
諸
家
中
に
十
岡
本
を
教
ふ
る
も
、
皆
同
型
左
り
。
即
ち
中
央
題
目
の
下
に
日
蓮
と
大
室
内
し
其
の

事
成
院
日
審
師
と
そ
の
教
事

。



事
成
院
自
審
師
と
そ
の
致
事

。

下
に
在
御
判
と
書
す
。

一
、
遠
藤
左
衛
門
尉
御
書
版
本

版
裏
に
刻
し
て
云
く
。

古
版
字
壷
損
接
軽
多
於
是
謹
奉
腸
寝
之
者
也

寛
政
八
年
同
辰
秀
夏
中
旬
良
旦

角
岡
山
品
川
五
世
事
成
院
日
露

越
後
闘
蒲
原
郡
五
ケ
潰
遠
藤
氏
臓
版
行
年
五
十
六

百
拝
謹
書
同

一
．
角
岡
山
年
中
行
事
録
一
部
、
妙
光
寺
の
年
中
行
事
の
諸
制
度
を
草
書
を
以
て
録
す
。
鋒
末
に
、

寧
和
二
年
壬
成
十
一
月
十
五
日

白
書
之
詑

と
あ
り
。
書
公
選
統
の
前
年
末
段
れ
ば
、
或
は
既
に
退
統
を
期
し
て
、
後
住
の
露
に
録
せ
る
験
。

一
、
檀
越
と
扶
別
の
七
絶
二
首
紙
本
軸
一
封

享
和
三
年
実
亥
首
夏
篇
別
檀
越

と
書
し
有
り
。
是
に
よ
り
害
公
角
岡
山
道
統
は
享
和
三
年
・
な
ら
ん
。

一
、
書
公
使
用
の
行
燈

害
師
此
の
行
燈
に
酒
を
掛
け
そ
れ
を
飲
み
つ
L
勉
曲
学
せ
ら
れ
し
と
偉
ふ
。

角
田
五
ク
潰
の
遠
藤
家
は
、
宗
門
の
名
家
に
し
て
、
亦
角
田
山
と
最
も
縁
有
り
。
其
の
曲
概
す
る
’
鹿
の
書
公
の
遺
品
及
公
の
偉
記
に
闘
す

る
撒
賠
の
書
朕
有
り
と
偉
ふ
る
も
、
共
の
賓
灘
中
の
物
は
迭
に
家
憲
に
依
り
見
る
事
を
得
4
y
o

僅
か
に
左
の
二
黙
を
検
せ
し
の
み
。

一
、
遠
藤
家
過
去
帖

此
の
過
去
帖
は
書
公
の
筆
に
し
て
表
紙
璽
簿
の
二
字
及
表
紙
裏
め
憂
茶
薙
及
序
文
去
、
更
に
日
附
、
題
目
及
三
十

呑
紳
と
宗
門
歴
代
の
骨
署
名
等
‘
正
し
え
書
公
の
筆
訟
hvo
序
文
末
に
、



寛
政
六
年
甲
寅
十
月
上
旬

臆
遠
藤
氏
之
常

謹
筆
頓
首

角
出
山
品
川
丘
世

日
誇
〈
花
押
）

と
著
し
有
り
。

一
‘
六
曲
界
風
一
封

書
公
作
の
七
結
十
二
首
を
列
ぬ
。

一
臓
弁
聯
の
大
義
寺
は
、
綱
要
削
略
に
兎
角
総
有
り
。
即
ち
一
妙
導
公
の
資
日
語
。
蓋
け
る
導
師
の
像
を
存
す
。
叉
捌
者
の
法
兄
志
耕
泰

師
之
が
十
九
代
の
倖
燈
た
り
。
今
臓
す
る
耐
の
削
者
の
遺
品
一
一
賠
有
り
。

て
劣
家
一
一
訳
本
語
耕
．
日
疋
れ
毒
師
の
寝
本
に
し
て
書
末
に
記
し
て
云
〈

右
寛
此
四
年
壬
子
中
多
寓
治
市
川
円
山
鶴
林
大
室
市
寝
之
者
也

事
成
院
臼
書
（
花
押
）

以
上
の
外
、
寄
帥
に
闘
す
る
遺
蹟
乞
上
ぐ
れ
ば
．
中
村
檀
林
は
寄
師
併
訟
の
所
で
あ
り
且
つ
後
に
之
が
序
主
た
り
。
叉
三
浦
大
明
寺
は
語

公
的
帖
詩
の
地
・
な
る
も
大
明
寺
の
文
献
に
は
何
等
の
記
録
注
し
。
（
此
の
事
は
治
生
再
調
査
せ
ん
と
期
す
）
。
叉
京
都
妙
畳
寺
は
捌
略
の
版
木
を

離
す
。
共
の
墳
墓
は
角
同
山
妙
光
寺
に
あ
り
、
山
雨
時
に
石
脊
に
涙
L
、
松
韻
妙
音
を
奏
や
る
も
、
訪
ふ
人
稀
怒
り
。
石
の
面
に
刻
し
て

一
式
く
、
中
村
岸
主
賞
山
三
十
五
世
事
成
院
日
露
呈
人
と
。
若
し
そ
の
側
面
た
見
れ
ば
、
文
化
二
年
四
月
十
七
日
寂
の
十
字
を
讃
み
得
。

南
無
。

第
こ
節

害

官市

の

生

涯

前
節

κ記
せ
る
資
料
及
び
角
阿
山
過
去
帖
‘
制
時
等
よ
り
、
書
公
の
生
涯
吃
考
ふ
る
に
次
の
如
し
。

事
成
院
日
霧
附
と
そ
の
致
事

。



事
成
院
日
議
師
と
そ
の
致
事

一O
四

書
公
元
来
北
越
に
縁
あ
り
。
即
ち
書
公
の
師
賞
華
院
旨
出
回
白
義
上
人
は
（
制
時
蹴
文
二
丁
ウ
）
新
潟
の
産
に
し
て
父
を
井
筒
屋
文
織
と
呼

ぴ
、
新
潟
本
属
品
寺
A
U
二
世
uハ
心
院
日
編
の
費
な
り
・
剛
時
蹴
文
に
は
浪
義
一
・
蓮
公
及
北
越
書
公
は
日
義
師
の
門
下
と
記
す
の
み
な
れ
ば
、

と

れ
の
み
に
て
は
書
公
制
度
。
師
が
日
義
上
人
な
り
や
否
や
は
全
く
不
明
友
る
も
、
側
略
日
蓮
序
に
先
師
と
る
る
よ
り
す
れ
ば
書
公
或
は
旨

買
日
義
の
資
な
ら
ん
‘
而
し
て
こ
の
事
情
よ
り
考
へ
る
に
、
書
帥
或
は
北
越
心
産
た
ら
ん
敗
。
日
疋
れ
に
封
す
る
詮
は
遠
藤
家
に
書
師
角
田

t
A
山
に
賞
り
大
い
に
奔
走
し
た
る
不
測
時
帥
（
遠
藤
家
出
の
入
）
の
手
紙
を
醸
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
明
な
り
と
偉
ふ
る
も
、
還
に
見
る
事

を
得
十
勺
今
暫
く
不
明
と
す
。
書
公
の
出
生
は
、
捌
階
第
七
巻
附
録
の
最
末
及
び
遠
藤
左
衛
門
尉
御
堂
同
版
木
（
角
田
山
蔵
）
等
よ
り
見
る

に
、
寛
保
元
年
（
二
四

O
一
）
棲
町
天
皇
の
代
な
り
。
而
し
て
共
の
中
村
遊
撃
の
年
代
を
考
ふ
る
に
．
天
明
四
年
頃
な
ら
ん
。
即
ち
一
妙

導
公
中
村
に
撃
を
講
ぜ
し
事
前
後
二
固
有
り
‘
初
め
は
妙
玄
院
第
二
百
十
一
世
占
し
て
正
東
岸
に
玄
義
を
講
ぜ
し
事
一
夏
、
後
は
天
明
四

年
八
月
六
日
正
東
庫
第
百
丘
十
三
世
の
文
能
と
な
り
．
講
を
と
る
事
一
夏
な
り
。
而
し
て
導
公
の
我
浮
土
庵
を
建
て
し
は
共
の
前
年
天
明

三
年
な
り
。
今
捌
略
の
日
蓮
序
を
見
る
に
‘

隼
者
主
＝
於
一
山
↓
乗
ι
梯
之
日
余
小
子
在
＝
第
二
班
－
詩
＝
之
営
…
概
入
剛
一
一
一
ヲ
〉
ヘ
斡
釦
・
弘
一
総
け
ι
ぢ
酬
明
…
殺
炉
端

υ
パ
）
余
不
宵
嘗
親
日
－

8

又
一
室
毒
事
二
（
剛
一
一
J

ヲ〉

と
あ
り
。
乙
の
二
文
よ
り
見
る
に
正

κ確
然
た
り
。
若
し
夫
れ
薄
師
中
村
に
講
を
乗
る
日
を
考
ふ
れ
ば
、
前
出
の
序
文
に
「
在
第
二
班
」

と
あ
り
。
之
れ
大
部
文
句
部
二
ノ
側
た
り
。
市
し
て
之
れ
に
新
古
の
二
種
あ
り
各
々
百
日
勤
席
し
て
始
め
て
中
座
に
昇
級
す
。
と
れ
よ
り

以
後
は
上
位
の
空
席
に
よ
り
瓦
老
或
は
四
老
に
昇
入
す
る
事
を
得
。
而
し
て
五
老
よ
り
二
老
起
は
各
h

一
夏
の
勤
務
に
し
て
‘
名
目
、
四

教
儀
、
集
解
、
観
心
各
部
の
駒
講
な
り
。
又
一
老
は
二
夏
の
勤
務
に

L
、
と
の
後
初
め
て
玄
能
と
た
る
。
と
の
上
座
部
の
期
聞
は
、
中
称
秋

二
固
に
各
K

一
夏
あ
る
よ
り
す
れ
ば
約
三
年
間
な
り
。
今
此
れ
等
の
事
を
考
ふ
る
に
書
公
の
上
座
を
了
へ
し
は
天
明
七
、
八
年
頃
か
。
而



し
て
文
化
元
年
五
月
十
二
日
第
百
八
十
八
世
の
能
化
と
し
て
講
を
乗
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
之
書
公
示
寂
の
前
年
也
。

共
に
角
田
入
山
に
つ
き
検
す
れ
ば
、
正
し
く
需
帥
に
依
っ
て
警
か
れ
た
遠
藤
家
過
去
帖
に
依
る
に
、
先
づ
先
住
品
川
阿
世
嬰
木
院
日
地
上

人
の
示
寂
の
年
を
見
る
に
、
廿
九
日
の
所
に
書
公
の
筆
を
以
っ
て
、

要
本
院
日
地
上
人
寛
政
五
年
突
丑
七
月

と
筈
し
あ
り
。
且
つ
角
田
山
の
国
家
中
に
識
す
る
十
四
幅
の
書
公
の
御
本
隼
の
授
興
年
月
を
見
る
に
、
寛
政
六
年
よ
り
享
和
二
年
の
聞
な

り
、
市
し
て
遠
藤
家
過
去
帖
の
書
さ
れ
し
も
叉
寛
政
六
年
た
り
。
即
ち
之
に
依
っ
て
考
へ
る
に
、
寛
政
五
年
七
月
以
後
か
寛
政
六
年
中
と

た
る
も
、
恐
ら
く
は
寛
政
六
年
な
ら
ん
。
別
に
確
た
る
理
由
の
下
に
寛
政
五
年
の
設
を
捨
つ
る
に
は
非
ざ
る
も
、
営
時
の
交
通
の
快
態
等

よ
り
見
る
に
先
住
寂
後
の
五
ヶ
月
聞
に
入
山
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
や
。
互
つ
角
田
入
山
を
左
右
す
る
に
最
も
勢
力
を
有
せ
る
遠
藤
家
主
り

営
時
僧
侶
出
て
居
り
（
遠
藤
家
出
の
借
は
多
く
は
角
田
の
儒
燈
た
り
〉
そ
の
聞
の
事
情
を
考
へ
、
叉
入
山
の
需
に
奔
走
せ
る
環
姉
（
遠
藤

出
の
人
）
の
手
紙
等
の
事
情
を
併
せ
考
へ
る
時
、
寛
政
六
年
が
正
な
ら
ん
と
考
ふ
る
の
み
。

固
に
角
同
山
過
去
帖
に
依
れ
ば
先
佳
品
川
四
世
日
地
帥
の
化
は
天
明
七
年
と
あ
り
。
而
し
て
同
八
年
ま
で
の
記
帳
字
前
後
と
呉
り
、
八
年

よ
り
は
甚
だ
名
筆
を
以
っ
て
書
か
れ
且
つ
書
公
の
字
に
似
た
る
賠
あ
り
。
若
し
之
に
依
れ
ば
天
明
八
年
頃
の
入
山
と
な
る
も
、
之
れ
遠
藤

家
過
去
帖
及
び
大
衆
寺
賊
す
る
鹿
の
書
公
の
寝
本
よ
り
見
る
に
非
な
り
。
即
ち
寛
政
同
年
に
は
未
だ
京
に
あ
り
、
叉
書
公
圧
し
く
日
地
師

の
化
を
寛
政
五
年
と
記
す
故
た
り
。
角
岡
山
過
去
帖
は
或
は
年
弐
の
誤
書
左
ら
ん
か
。

弐
に
書
師
角
田
退
統
の
日
を
検
す
れ
ば
、
角
田
山
擁
す
る
檀
越
と
の
扶
別
の
詩
に
よ
り
、
享
和
三
年
の
夏
と
見
る
べ
き
な
ら
ん
。
最
後

に
書
公
一
不
寂
の
年
月
を
検
す
る
に
二
説
あ
り
。

一
は
角
田
山
過
去
帖
に
依
る
も
の
、
他
は
遠
藤
家
過
去
帖
に
よ
る
も
の
た
り
。
角
同
山
過

去
帖
に
依
れ
ば
、
文
化
二
年
四
月
三
目
、
三
浦
大
明
寺
に
て
化
、
六
十
五
歳
と
あ
れ

E
‘
遠
藤
家
過
去
帖
を
見
る
に
‘
文
化
二
年
四
月
十

事
成
院
日
書
師
と
そ
の
数
皐

一O
五



事
成
院
日
尊
師
と
そ
の
致
事

一O
六

七
H
．
一
ニ
浦
大
明
寺
に
て
化
、
六
十
五
議
と
あ
り
。
而
る
に
角
岡
山
過
去
帖
は
甚
だ
信
を
置
く
あ
た
わ
守
O
R
O
某
碑
面
に
、
正
し
く
四

月
十
七
日
と
あ
る
よ
り
見
れ
ば
、
四
月
十
七
日
化
が
正
た
ら
ん
。
時
に
年
六
十
五
歳
た
り
。
謹
化
の
底
た
る
三
浦
大
明
寺
に
は
何
等
の
記

録
な
し
と
云
ふ
も
、
更
に
之
を
調
査
せ
ん
の
み
。
因
に
書
公
の
退
統
の
理
由
は
‘
京
都
妙
畳
寺
の
瑞
世
た
ら
ん
と
し
て
退
統
さ
れ
し
と
惇

ふ
。
叉
大
明
寺
に
至
り
し
は
、
妙
費
寺
へ
入
ら
ん
と
し
て
、

一
時
此
慮
に
寄
ら
れ
し
と
偉
ふ
。

第
三
節

害

師

の

塁裏

系

寄
帥
の
皐
系
を
研
究
せ
ん
と
せ
ば
‘
先
づ
－
妙
導
公
と
、
責
華
日
義
師
と
の
閣
申
系
を
見
訟
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
害
師
は
金
〈
導
・
義

ご
師
の
敬
撃
を
糟
承
せ
り
と
云
ふ
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
妙
導
公
の
剃
度
の
師
は
未
詳
た
る
も
、
共
の
皐
師
は
、
洛

北
鷹
峯
岸
九
十
五
世
の
化
主
観
事
日
開
た
り
。
ハ
剛
一
序
八
ウ
日
春
序
w
導
公
蹄
師
に
師
事
し
、
開
師
の
高
岡
本
松
寺
に
縛
や
る
や
〈
十
六

世
）
之
に
従
ひ
、
後
中
村
の
講
鐘
に
畠
・
ん
だ
。
営
時
の
中
村
の
講
席
を
見
る
に
、
前
に
寛
永
七
年
、
中
村
槽
林
の
化
主
た
り
し
日
樹
は
．

日
賢
、
日
充
、
日
莞
等
の
諸
師
と
、
徳
川
秀
忠
の
納
経
諏
諦
の
供
養
あ
り
し
を
詩
施
悲
り
と
唱
へ
て
隆
に
不
受
論
を
高
唱
せ
し
よ
り
、
各

師
流
刑
に
慮
せ
ら
れ
し
事
あ
り
。
震
に
漸
く
稜
展
の
緒
に
就
き
た
る
正
東
庫
、
此
の
災
危
に
影
響
せ
ら
れ
て
皐
徒
共
第
に
離
散
し
‘
惇
序

の
亡
減
太
た
泣
き
に
在
り
。
時
に
日
袋
、
日
産
の
二
師
、
第
八
世
の
講
席
に
就
き
た
る
通
心
日
境
師
を
助
け
て
問
林
の
復
興
に
需
庫
す
。

而
る
に
不
受
不
施
論
者
の
組
師
日
奥
は
其
の
寺
法
中
に

皐
聞
の
入
眼
は
別
に
し
て
御
書
に
在
り
先
づ
宗
義
を
極
め
て
後
助
縁
に
は
台
家
を
聞
く
ペ
し
（
務
報
十
五
〉

と
掲
示
し
、
或
は
叉

吾
寺
中
に
於
て
は
三
大
部
を
講
標
す
べ
か
ら
守
ハ
皐
報
十
五
〉



と
る
る
如
く
．
副
書
詩
本
主
義
を
鼓
吹
し
た
る
事
質
あ
り
。
即
ち
共
の
流
れ
を
掬
む
柏
制
等
を
中
村
よ
り
出
せ
る
事
情
を
考
察
す
る
に
、

営
時
台
尊
宮
出
ザ
の
宗
風
一
・
の
潮
流
中
に
あ
っ
て
も
‘
中
村
田
林
は
比
較
的
宗
乗
本
位
の
特
調
を
帯
び
居
た
る
も
の
L
如
し
。
即
ち
導
師
以
前

に
あ
っ
て
中
村
の
出
せ
る

E
匠
、
啓
蒙
日
講
は

大
抵
毎
日
の
所
作
営
家
主
根
底
と
し
、
台
家
を
枝
葉
と
し
向
飴
撃
を
駒
と
な
す
（
曲
申
報
十
五
）

の
箆
乞
定
め
た
る
事
貨
に
見
る
も
明
で
る
る
。
若
し
不
受
論
者
の
災
危
の
直
後
を
受
け
て
復
興
の
任
に
営
り
し
通
心
境
師
、
其
の
復
興
に

替
K

た
り
と
は
云
へ
矢
挺
こ
の
正
統
抵
的
な
色
彩
を
拙
憎
が
れ
た
も
の
と
忠
は
る
、
今
導
師
の
由
宇
系
b
L
見
る
に
、
藤
田
文
哲
上
人
の
講
要
録

を
目
見
る
に
、

聖
人
救
儲
ハ
ム
ハ
四
四
v

云
天
明
三
年
十
二
月
玉
津
川
回
世
境
智
白
日
淳
痕
宮
－
一
千
文
藻
一
深
＝
子
宗
畢
二
妙
導
師
執
＝
弟
子
躍
一
（
己
上
〕
近

若
返
津
日
遺
侍
（
十
一
一
）
一
五
品
川
四
岨
境
管
院
日
淳
十
二
蔵
投
＝
廿
丘
世
境
妙
庵
主
日
宗
上
一
至
一
妙
導
師
執
＝
師
時
一
云
一
五

と
二
書
を
引
い
て
淳
師
を
以
っ
て
導
師
敬
慕
の
師
と
た
す
。
叉
前
交
の
下
に

淳
師
並
通
師
倶
に
境
妙
宗
帥
之
資
時
則
導
師
宗
準
大
系
粗
見
ι
窺
ニ
知
之
－

と
記
す
。
而
し
て
宗
師
は
通
心
境
師
の
資
な
る
時
は
文
哲
上
人
の
「
口
え
し
窺
＝
知
之

L
の
文
亦
首
肯
し
得
る
の
で
あ
る
。
但
し
淳
師
は
宗
師

の
資
叡
智
蹄
師
の
資
な
り
。
綱
妥
序
を
作
れ
る
一
呑
削
は
貰
に
淳
師
の
費
な
心
で
あ
る
。
次
に
黄
華
日
義
は
導
師
の
盟
友
に
し
て
、
供
に
中

村
に
皐
ぷ
。
導
師
と
盟
約
b
L
結
び
し
時
、
最
も
若
冠
貨
に
廿
一
歳
で
あ
っ
た
‘
年
少
能
く
こ
の
盟
約
を
な
せ
る
師
の
非
凡
な
り
し
知
る
べ

き
の
み
。
萄
尭
集
序
に
云
く
、

集
三
十
巻
あ
り
（
知
日
朗
日
賢
序
三
丁
ぜ

と
。
帥
寂
す
る
時
三
十
七
。
し
か
も
能
く
三
十
各
の
大
著
あ
り
。
即
ち
務
尭
集
序
に
一
足
へ
る
が
如
く
一
時
の
英
也
で
あ
っ
た
。
資
華
日
義

事
成
院
日
欝
師
と
そ
の
致
事

一O
七



事
成
院
日
導
師
と
そ
の
数
与

一O
八

の
師
を
只
心
院
日
偏
と
な
す
。
偏
公
は
修
定
宥
公
の
資
に
し
て
、
中
村
檀
林
玄
謡
及
び
求
法
恒
林
文
講
を
勤
め
た
り
。

以
上
記
越
の
尊
師
及
び
義
公
の
敢
闘
撃
を
腿
げ
る
も
の
正
し
く
事
成
院
日
書
と
た
ず
。
即
ち
今
之
を
闘
示
せ
ば
次
の
如
し
。
ハ
藤
田
文
哲
制

講
要
録
導
師
事
系
固
を
参
照
と
す
〉

通
1[) 

境
fir[i 

中
村
i¥ 

境
妙
日

中
村
丹十

「寸
境叡
持智
日日
通時

中
村
iL 

十
-JL 

「
境
智
日
淳
（
中
村
百
廿
）
リ
汁
l
境
法
日
春
（
中
村
百
五

O
〉

一

一

l
長

友

也

一

1
i
泰
道
日
連
（
刷
時
の
詩
に
奔
走
す
）

観
遊
日
開
（
鷹
峯
九
五
）
l

y
智
謀
日
実
中
村
百
五
三
）

H
H｜
l
丁
漢
順
日
逗
（
導
公
の
像
を
霊
く
）

一
一
｜
不
染
日
売
戸
側
略
践
作
者
）

弱

者

盟

一

a
l
i
－－寸
i
l
i
l
i－－

1
1
1
1
一

修
定
宥
削

l
一

一

一

一

一

｜

ぽ

清

茂

清

司

｜

八

十

八

〉

一

一

「

中

村

玄

講

J

一
＼
中

T
中
色

J

一
一
｜
妙
用
日
蓮
へ
側
略
序
作
）

一l
只
心
日
偏
（
求
法
文
講
」
｜
員
長
（
弱
音
作
者
）
｜
｜
一

，

、

，

、

γ
ー
｜
者
長
友
也

i
不
測
日

〈
遠
藤
家
出
務
尭
集
蹴
作
者
ゾ

第

二

章

剛
略
上
の
需
師
教
皐
の
大
観



事
成
院
日
需
の
敢
闘
学
は
、
如
上
其
の
畢
系
乞
暗
記
せ
る
如
く
、
導
師
と
同
轍
な
る
は
一
言
を
待
た
ざ
る
事
宜
な
る
も
‘
掌
中
分
註
を
以
て

綱
妥
を
批
評
し
白
設
を
吐
露
し
た
る
鈷
よ
り
す
れ
ば
、
更
に
殻
展
し
た
る
救
撃
た
り
と
思
惟
せ
ら
る
L
も
．
未
＃
礼
金
く
営
家
宗
撃
の
完
備

せ
る
も
の
に
は
非
十
。
即
ち
中
古
天
台
の
亜
流
に
流
札
、
往
K

翻
心
づ
り
と
な
り
し
は
‘
組
書
骨
岡
本
主
義
の
漸
く
勃
興
し
た
る
時
代
た
れ

ぽ
．
共
の
完
壁
は
至
難
な
る
不
可
能
事
と
首
肯
し
得
。
然
り
と
雑
も
剛
時
凡
例
を
見
る
に
、

或
託
＝
縦
遁
於
宗
旨
↓
空
倖
＝
汚
名
於
一
門
一
乃
不
十
一
信
桜
レ
同
勿
－
一
安
宣
博
一
云
一
式

等
、
暗
に
昔
時
の
世
相
の
親
心
づ
り
な
り
し
幣
b
L
、
誠
し
め
た
る
貼
よ
り
見
る
に
‘
導
公
よ
り
は
更
に
一
歩
進
ん
だ
、
信
の
宗
殺
で
あ
っ

た
践
に
忠
は
れ
る
。
即
ち
削
略
末
尾
に
附
銭
せ
る
諸
諭
を
見
る
に
ハ
更
に
日
蓮
的
な
り
し
は
明
な
り
。
或
は
高
祖
論
を
載
せ
叉
は
四
筒
格

一
言
論
を
設
け
る
等
、
未
だ
宗
岨
の
闘
家
観
を
説
か
子
、
立
正
安
図
の
大
義
を
宣
揚
せ
ざ
り
し
と
は
一
五
へ
、
墜
的
宗
救
（
台
家
傾
向
の
一
一
蹴
〉

と
、
貰
践
的
宗
説
（
不
受
論
者
等
V

と
の
混
沌
た
る
中
に
在
り
、
且
ヲ
、
幕
府
の
塵
迫
の
下
に
在
り
し
を
思
へ
ば
、
無
理
及
ら
ざ
る
事
で

あ
り
、
父
今
凶
の
（
一
京
風
一
・
へ
の
一
過
程
た
り
し
乞
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
今
別
し
て
少
し
く
是
を
排
ぜ
ん
。

第
一
節

五

大

即

本

俳

論

削

制
時
一
ノ
七
以
降
及
附
録
初
己
下
に
説
く
所
に
し
て
、
害
帥
の
訟
に
従
へ
ば
‘

本
帥
棒
傘
者
共
体
只
是
地
水
火
風
昼
也
乃
．
全
日
＝
妙
法
蓮
華
経
↓
（
刷
七
附
〉

と
あ
る
如
く
‘
五
大
を
以
っ
て
直
ち
に
妙
法
五
字
と
云
ひ
、
本
備
と
な
す
o
同
し
て
五
大
融
通
義
を
以
っ
て
生
悌
同
体
を
設
き
、
成
悌
の

可
能
を
論
じ
て
ゐ
る
。
今
私
に
記
し
て
是
を
蹄
や
れ
ば
、

ζ

の
需
仰
の
設
恐
ら
〈
山
一
京
租
の
意
に
非
歩
、
能
所
を
混
濫
せ
る
謬
見
な
り
。
本

よ
り
本
隼
紗
の

事
成
院
日
番
制
と
そ
の
致
事

一O
九



事
成
院
日
寺
側
と
そ
の
殺
皐

。

制
昨
年
ノ
国
行
川
市
総
ノ
二
怯
ハ
妙
法
蓮
華
魁
ノ
五
宇
＝
共
日
比
ス
、
我
ザ
れ
す
此
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
パ
自
然
－
一
一
位
ノ
閃
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
リ
興
ヘ
タ

モ
ウ
ハ
九
三
八
〉

と
説
き
た
ま
へ
る
如
く
、
此
康
大
無
謹
の
妙
用
具
H
A
の
仰
と
一
足
ふ
事
乞
信
解
し
亡
己
後
は
、
五
大
を
以
っ
て
説
く
も
或
び
は
可
た
ら
ん
も

直
ち
に
単
に
五
大
に
約
し
て
詑
か
ぽ
、
非
な
り
。
即
ち
陣
帥
之
を
破
し
て
一
司
く
、

地
水
火
風
空
五
大
円
記
共
船
体
妙
法
蓮
華
経
五
字
是
共
徳
義
徳
義
本
H
疋
理
而
非
ニ
形
色
一
而
以
＝
形
色
一
嗣
藷
＝
五
字
各
色
一
表
護
者
也
然
撰
主

制
者
混
＝
濫
能
召
所
召
之
原
一
葦
由
レ
不
b

耕
三
体
有
＝
二
超
一
也
一
五
云
（
充
沿
国
全
集
三
之
二
三
九
頁
）

と
。
即
ち
需
師
の
誌
は
、
中
古
天
台
の
誕
械
に
走
り
、
輝
仰
の
一
疋
へ
る
が
如
く
‘
名
体
不
二
に
執
す
る
の
弊
に
堕
っ
た
も
の
で
あ
る
、
五

大
融
通
は
唯
之
物
質
的
原
議
論
耳
υ
故
に
瓦
大
を
以
て
高
法
山
総
休
と
す
る
は
可
な
る
も
、
何
ぞ
是
を
も
っ
て
本
化
の
極
談
と
箆
し
得
ん

ゃ
。
夫
れ
宗
教
の
目
的
と
は
成
仰
に
あ
り
。
成
怖
と
は
共
れ
が
如
何
様
危
話
生
使
用
す
る
と
も
、
要
す
る
に
真
理
を
把
握
（
そ
れ
を
意
識

し
よ
う
と
し
玄
い
と
に
闘
ら
ヂ
）
し
て
安
心
に
位
す
る
事
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
宗
敢
に
於
け
る
封
象
、
即
ち
容
体
は
常
に
吾
々
を
成
悌

せ
し
め
得
る
と
な
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
の
客
体
が
、

い
か
に
体
験
叉
表
象
せ
う
れ
る
に
せ
よ
、
即
ち
一
例
の
石
片
で
あ
る
に

せ
よ
、
五
口
々
を
成
伸
せ
し
め
侍
る
と
、
意
識
的
又
は
無
意
識
的
に
信
じ
た
る
場
合
に
宗
敬
は
成
立
す
る
一
》
既
に
宗
救
の
成
立
し
た
る
時
、

そ
れ
白
本
質
的
特
質
と
し
て
、
容
体
白
貰
在
位
を
無
制
約
的
に
肯
定
す
る
。
何
故
－
な
ら
ば
成
悌
せ
し
め
得
る
と
言
ふ
力
を
そ
れ
が
持
っ
と

し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
最
も
原
始
的
な
一
仰
の
石
片
を
封
象
と
す
る
宗
敢
に
於
て
も
、
そ
れ
に
崇
む
る
に
た
る
宗
教
的
客
休
を

見
出
し
た
時
‘
叉
は
昼
観
に
執
着
し
て
、

一
切
の
差
別
艶
化
を
超
越
せ
る
、
純
一
な
る
存
在
そ
の
も
の
と
の
合
一
に
依
っ
て
宗
敬
的
渇
望

が
癒
さ
れ
た
る
時
、
或
ひ
は
叉
最
も
進
歩
せ
る
、
宗
救
の
極
致
と
も
一
五
ふ
ペ
き
、
我
が
組
の
本
傘
紗
に
よ
る
即
身
成
悌
の
場
合
に
於
て
も

即
ち
妙
法
五
乎
に
仰
の
因
制
球
の
二
徳
を
具
し
‘
我
等
至
心
に
と
の
題
目
を
唱
へ
、
こ
の
題
日
の
本
隼
に
師
命
せ
ば
、
自
ら
能
所
合
一
感
臆
道



交
し
て
そ
と
に
法
爾
と
し
て
異
理
を
把
握
し
、
安
心
を
得
て
、
人
間
も
悌
陀
の
霊
格
と
艶
や
る
事
を
得
？
と
説
く
時
に
於
て
も
、
自
我
は
現

質
世
界
を
超
へ
て
謹
か
に
高
き
賓
在
と
の
闘
係
に
入
る
黙
に
は
、
何
等
の
相
違
も
見
出
し
得
な
い
。
唯
そ
の
異
る
賠
は
吾
々
の
宗
敬
的
渇

望
が
同
型
化
、
進
歩
せ
る
に
ょ
う
て
客
体
の
原
始
的
な
る
と
進
歩
せ
る
と
、
主
口
K

が
そ
れ
に
よ
っ
て
安
心
を
得
ん
と
す
る
方
法
の
維
と
易
と

の
異
り
で
あ
る
。
今
原
始
宗
敬
は
宜
く
置
き
、
最
も
進
歩
せ
る
宗
敬
た
る
悌
敢
に
つ
き
見
る
院
、
其
の
容
体
に
二
つ
の
属
性
を
要
求
し
て

ゐ
る
。一

一
は
客
体
の
時
間
的
永
遠
性
と
宰
間
的
普
遍
性
、
こ
は
そ
れ
の
救
憤
力
で
あ
る
。

困
に
中
僚
是
明
先
生
は
此
の
二
つ
の
属
性
を
永
遠
性
と
普
遍
性
の
こ
と
し
永
遠
性
と
は
堅
に
悌
の
使
命
の
永
遠
性
、
普
遍
性
と
は
横
に

救
済
力
の
無
限
性
と
危
さ
る
L
も
、
今
の
愚
見
は
後
の
文
に
劃
す
る
便
宜
上
併
は
永
遠
に
そ
し
て
如
何
た
る
庭
に
で
も
あ
り
、
と
一
冨
ふ

一
面
と
そ
の
救
済
力
は
時
間
的
昼
間
的
に
無
限
た
り
、
と
云
ふ
所
よ
り
か
く
分
類
し
た
る
も
の
な
り
。
躍
密
に
一
耳
へ
ば
第
一
の
既
に
あ

り
と
云
ふ
時
、
そ
れ
は
救
済
力
の
あ
る
を
意
味
す
る
も
の
た
る
も
、
今
は
そ
の
宇
宙
の
根
本
原
理
た
る
理
体
と
そ
の
活
動
た
る
救
情
カ

と
に
分
類
せ
る
た
り
。

此
の
二
つ
の
属
性
は
全
く
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
り
。
而
し
て
ζ

れ
の
完
全
た
る
と
た
ら
ぎ
る
と
に
依
っ
て
客
体
は
完
全
叉
は
不
完
全
な

も
の
と
・
な
る
。
但
し
、
宗
教
そ
の
も
の
L
完
不
完
は
．
と
れ
の
み
に
て
は
決
せ
や
。
即
ち
修
業
方
法
の
難
臼
却
を
加
へ
て
決
す
る
の
で
あ
る

故
に
若
し
完
全
な
る
宗
教
と
は
、
完
全
友
る
客
体
を
有
L
，
最
も
易
す
き
修
業
方
法
に
よ
っ
て
即
時
に
成
併
せ
し
め
得
る
を
一
再
ふ
。
と
れ

ぞ
即
ち
我
が
組
の
宗
敬
で
あ
る
。
即
ち
我
が
組
の
見
た
る
、
共
の
客
体
た
る
本
悌
は
‘
時
間
的
に
は
無
始
久
還
の
生
命
を
有
し
、
昼
間
的

回
は
一
切
に
周
編
せ
る
贋
大
無
謹
の
無
作
の
三
身
で
あ
り
、
三
身
即
一
の
絶
待
備
で
あ
る
。
且
つ
そ
れ
は
、
撃
な
る
賓
在
、
草
・
な
る
理
的

存
在
で
は
な
く
、
慈
悲
救
済
の
人
格
俳
で
あ
る
。
即
ち
三
徳
有
縁
の
悌
で
あ
る
。
市
し
て
樺
氏
浮
飯
の
子
と
し
て
生
れ
た
る
現
賓
の
樺
隼

事
成
院
日
講
師
と
そ
の
敬
隼



事
成
院
日
馨
怖
と
そ
の
致
事

を
以
っ
て
本
備
と
注
し
給
ふ
た
。
即
ち
と
の
本
僻
樟
隼
は
一
切
敬
法
乃
至
皐
聞
を
続
躍
す
る
真
理
で
あ
り
、
世
界
人
事
の
願
業
を
蝿
脅
し

人
類
本
然
の
智
徳
道
行
b
L
開
賭
す
べ
き
慈
悲
救
済
の
妙
用
主
共
足
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
，
是
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
一
民
ふ
．
而
し
て
共
の

修
行
方
法
は
受
持
の
一
行
に
し
て
‘
我
等
至
心
に
此
の
妙
法
五
字
を
信
受
念
持
す
れ
ば
自
然
卒
爾
に
樺
傘
と
同
体
の
抽
仰
と
も
品
る
の
で
あ
る

我
が
租
の
宗
敬
以
外
白
歌
々
を
見
れ
ば
、
共
の
最
も
進
歩
せ
る
天
台
の
敬
皐
に
於
て
す
ら
、
そ
の
容
体
は
完
全
な
る
も
の
で
は
左
い
。
即

ち
未
だ
無
始
久
遠
の
生
命
は
設
か
れ
て
ゐ
た
い
。
即
ち
第
一
一
属
性
が
充
分
に
説
明
せ
ら
れ
ざ
る
が
故
に
‘
結
待
的
な
る
も
の
に
非
や
し
て

相
封
的
な
仰
で
あ
る
。
日
本
中
古
天
台
に
於
て
は
、
日
疋
を
更
に
絶
待
的
に
稜
展
せ
し
め
ん
と
し
て
、
永
遠
性
を
詑
き
た
る
も
の
の
、
怖
の

超
越
的
常
住
性
に
憧
れ
た
結
果
、
越
に
備
の
宗
敬
的
救
簡
の
方
面
を
旋
却
し
去
っ
た
、
翠
・
な
る
理
怖
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
に

副
牢
的
に
堕
落
し
た
る
も
の
左
り
と
一
宮
ふ
べ
き
左
ら
ん
。

担
て
今
の
講
師
の
設
を
檎
せ
ば
‘
正
に
中
古
天
台
の
そ
れ
の
如
き
弊
害
に
堕
ち
入
っ
た
賠
が
あ
る
。
即
ち
害
帥
の
如
く
単
に
五
大
に
約

し
て
、
備
の
質
在
の
永
遠
、
普
遍
は
或
は
設
き
得
る
・
な
ら
ん
も
、
何
ぞ
そ
れ
を
以
っ
て
直
に
本
僻
・
な
り
と
云
ふ
を
得
ん
や
。
五
大
融
通
は

車
に
本
僻
の
理
の
一
面
を
顧
す
の
み
。
何
ぞ
本
僻
の
慈
悲
救
済
力
を
頴
す
を
得
ん
や
。
更
に
成
悌
の
可
能
性
に
就
き
之
を
排
ぜ
ん
。
宗
教

を
若
し
、
容
体
と
主
体
と
の
闘
係
よ
り
分
類
す
る
時
は
、
大
別
し
て
共
の
こ
と
錯
す
事
が
出
来
る
。

一
は
堅
の
宗
教
に
し
て
、
こ
は
横
の

宗
教
な
り
え
但
し
此
の
語
私
案
た
れ
ば
再
考
を
要
す
）

一
に
堅
の
宗
敬
と
は
‘
其
の
客
体
と
主
体
と
が
全
然
別
個
た
も
の
に
し
て
‘
南
者

の
関
係
は
共
の
聞
に
昼
間
を
持
つ
も
の
を
云
ふ
。
即
ち
と
の
場
合
の
成
僻
は
主
体
は
客
体
に
よ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
客
体
の
側
に
坐
す

る
を
得
る
も
‘
還
に
共
の
雨
者
は
同
な
り
得
ざ
る
を
一
再
ふ
。
換
言
せ
ば
、
備
は
超
越
的
集
土
に
住
し
衆
生
は
者
多
き
世
界
に
生
活
し
て
ゐ

る
。
衆
生
の
成
僻
と
は
唯
苦
無
き
怖
の
世
界
に
生
活
す
る
を
云
ふ
。
市
る
に
悌
界
は
堅
に
高
き
鹿
に
在
る
が
故
に
‘
衆
生
如
何
に
歩
を
蓮

ぷ
と
も
還
に
昼
間
を
歩
み
得
歩
。
即
ち
草
に
備
の
手
を
も
っ
て
引
き
上
げ
ら
る
L
を
待
つ
の
み
。
故
に
怖
の
恵
み
に
よ
っ
て
悌
界
に
引
き



上
げ
ら
れ
、
苦
・
な
き
生
活
を
錯
す
と
雌
も
、
唯
そ
れ
は
衆
生
が
伸
間
外
に
生
活
す
る
の
み
に
て
、
還
に
悌
た
り
得
ざ
る
な
り
。

こ
は
慌
の
宗
敬
と
は
‘
其
の
主
体
と
容
体
と
が
同
一
平
面
上
に
あ
る
も
の
に
し
て
、
雨
者
聞
に
は
平
面
的
距
離
あ
る
の
み
と
な
す
。
即

ち
主
体
は
自
ら
歩
む
事
に
よ
っ
て
還
に
容
体
に
建
す
と
・
な
す
。
と
の
場
合
の
客
体
は
車
に
一
一
地
黙
の
み
。
即
ち
成
備
と
は
、
衆
生
が
自
ら

の
迷
苦
を
自
ら
の
修
業
に
よ
っ
て
之
を
離
脱
し
完
全
に
離
脆
し
得
た
る
時
‘
怖
と
な
る
と
云
ふ
。
即
ち
一
の
宗
教
は
外
的
の
離
脱
、
二
の

宗
敬
は
内
的
の
離
肱
を
成
品
仰
と
す
。
即
ち
初
め
は
他
力
主
義
で
あ
り
、
失
は
自
力
主
義
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
第
二
の
宗
敬
が
費
艮
す
る

時
、
共
鹿
に
生
働
同
体
の
思
想
が
生
れ
て
来
る
。
即
ち
自
ら
の
内
に
悌
性
は
あ
る
も
、
煩
悩
に
よ
っ
て
つ
L
み
隠
さ
れ
あ
る
を
衆
生
な
り

と
た
し
、
と
の
衆
生
に
僻
性
あ
る
謹
よ
り
生
悌
同
体
を
一
民
ふ
の
で
あ
る
。

掠
て
と
の
こ
つ
の
宗
敬
が
‘
個
々
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
る
聞
は
未
だ
完
全
な
る
宗
教
で
は
な
い
。
何
故
左
ら
ば
、

一
の
宗
設
に
於
て
は
、

或
は
信
仰
に
よ
っ
て
安
心
は
得
ら
る
L
も
、
未
だ
生
悌
の
同
体
を
設
き
得
ぎ
れ
ば
、
還
に
成
備
と
は
た
し
得
ゃ
。
二
の
宗
敢
に
於
て
は
、

即
ち
生
悌
白
同
体
を
設
き
得
る
－
な
ら
ん
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
安
心
を
得
る
は
備
の
地
賭
に
建
し
得
た
る
時
の
み
。
そ
の
聞
の
修
業
の
煩
悩

離
脱
の
黙
に
あ
る
を
見
れ
ば
、
殆
ん
ど
不
可
能
事
な
る
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
と
の
こ
宗
教
を
統
合
し
接
民
せ
し
め
た

る
は
我
が
租
一
人
の
み
。
浮
土
の
一
門
は
堅
の
宗
教
に
流
れ
て
越
に
第
二
を
合
し
得
十
ω

一
家
天
台
は
横
に
走
り
て
生
悌
同
体
に
執
し
遂

に
止
観
の
観
法
今
日
ま
で
成
就
せ
し
者
一
人
も
な
し
。
全
く
理
に
偏
し
た
る
宗
設
と
云
ふ
可
し
。
然
ら
ぽ
我
が
組
に
よ
る
解
耀
や
如
何
に

要
略
し
て
之
を
記
せ
ば
、
即
ち
、
生
備
の
異
り
は
営
分
一
往
作
用
の
上
の
異
り
の
み
、
再
往
本
体
の
上
は
無
二
無
別
な
り
。
市
し
て
我
等

が
一
念
の
己
心
即
ち
本
来
法
爾
三
世
常
恒
無
作
三
身
の
一
大
活
仰
に
し
て
‘

一
切
の
諸
悌
皆
悉
く
我
等
が
己
心
本
怖
の
顕
現
に
あ
ら
ざ
る

事
な
し
。
（
第
二
宗
散
の
進
展
と
見
る
べ
き
黙
〉
。
町
し
て
之
が
成
悌
の
方
法
は
、
苦
修
練
行
に
は
非
や
し
て
、
外
的
に
本
悌
の
妙
体
を
翻
境

と
し
て
、
と
の
無
上
の
客
休
を
欽
慕
し
て
と
れ
を
信
じ
、
之
を
念
占
y

る
時
、
自
身
己
心
の
活
伸
、
法
爾
と
し
て
顕
現
し
、
自
然
に
本
怖
に

事
成
院
日
議
師
と
そ
の
教
皐

一一一一



事
成
院
日
番
附
と
そ
の
数
単

一
一
間

如
同
し
て
、
自
身
即
是
の
無
上
の
悌
果
を
得
る
の
で
あ
る
。
（
第
一
、
第
一
一
の
宗
教
の
統
合
進
展
〉
共
の
行
は
但
信
唱
題
、
而
し
て
能
〈
民

理
を
把
握
し
て
安
心
に
位
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
換
言
せ
ば
、
生
俳
本
よ
り
同
休
な
り
。
而
し
て
怖
の
救
情
力
に
よ
っ
て
之
に
一

如
す
る
と
一
広
ふ
の
で
あ
る
。
若
し
初
め
無
く
ん
ぽ
、
我
等
如
何
に
信
力
強
盛
た
り
と
も
、
還
に
永
劫
に
成
仰
を
得
ゃ
。
若
し
働
力
銀
く
ん

ぽ
凡
夫
の
浅
智
何
ぞ
苦
修
に
堪
へ
て
宇
宙
の
民
理
を
把
握
し
得
ん
や
。
大
要
日
疋
の
如
し
。

今
是
に
よ
っ
て
誇
師
の
五
大
の
設
を
見
れ
ば
．
悌
と
衆
生
と
と
れ
を
形
成
す
る
原
素
は
叫
に
五
大
に
し
て
向
な
ら
ん
も
、
し
か
も
そ
の

形
成
の
過
程
は
全
く
別
な
り
。
例
へ
ぽ
二
種
の
原
素
よ
り
成
る
二
種
の
全
然
別
個
の
物
休
の
如
く
・
叉
そ
の
形
成
の
過
程
、
即
ち
化
合
の

欣
態
が
異
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
衆
生
が
そ
れ
を
形
成
す
る
五
大
が
質
化
融
通
し
て
仰
と
な
る
場
合
に
於
て
も
、
怖
そ
の
も

の
に
は
何
等
の
関
係
が
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
物
体
を
形
成
す
る
原
去
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
物
体
主
形
成
し
た
以
上
は
互
に
均
衡
し

た
る
欺
態
に
在
り
、
と
れ
を
他
の
異
っ
た
物
体
に
現
化
せ
し
め
る
震
に
は
、
全
く
外
的
の
作
用
を
待
つ
よ
り
は
無
い
の
で
あ
る
、
即
ち
そ

の
物
体
内
の
原
素
互
に
均
衡
し
て
自
ら
質
化
は
起
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

今
害
師
は
五
大
即
本
備
、
五
大
即
衆
生
、
故
に
衆
生
即
本
備
と
の
み
云
へ
ば
、
衆
生
共
の
も
の
が
何
等
の
作
用
を
受
く
る
事
な
〈
本
伸

と
な
る
事
に
な
る
。
害
師
は
融
通
の
語
を
使
用
し
て
設
明
は
す
る
も
の
の
、
し
か
ら
ば
そ
の
融
通
は
何
に
よ
り
起
る
か
。
木
併
に
よ
る
と

一
去
ふ
。
し
か
も
そ
の
本
悌
は
即
五
大
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
自
身
も
互
に
均
衡
の
欣
態
に
あ
っ
て
、
と
れ
が
衆
生
に
働
き
か
け
る
需
に
は
、

更
に
何
等
か
の
カ
に
よ
っ
て
、
生
悌
雨
者
が
作
用
し
得
る
朕
態
に
置
か
れ
た
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
の
何
等
か
の
カ
と
は
何
ぞ
。
逢
に
五
大

に
よ
っ
て
読
き
得
た
い
の
で
あ
る
。
即
ち
若
し
害
師
の
設
に
よ
り
五
大
即
本
怖
と
云
へ
ば
‘
越
に
成
悌
の
可
能
は
読
き
得
・
な
い
の
で
あ
る

即
ち
再
度
破
し
て
之
を
許
せ
ば
、
此
の
設
は
名
体
不
二
に
執
し
て
、
怖
の
妙
用
の
徳
を
淡
却
し
た
る
謬
見
た
り
と
一
試
ふ
べ
し
。

・
弐
に
宗
祖
の
御
遺
文
に
依
っ
て
之
を
検
せ
ば
、
五
大
融
通
義
を
明
し
給
へ
る
は
綿
勘
文
紗
に
し
て
、
祖
霊
同
要
続
中
た
る
五
大
部
中
に
は



何
等
説
示
し
て
居
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
組
勘
文
砂
は

今
法
華
超
＝
八
敬
一
圏
一
地
疾
頓
成
心
僻
衆
生
此
三
雄
＝
我
一
念
心
中
一
無
＝
心
外
－
観
下
根
行
者
向
一
生
中
入
＝
妙
鹿
児
位
－
云
一
天
一
九

O
三〉

の
文
に
見
る
も
明
友
る
如
く
翻
解
に
約
し
た
成
伸
論
で
あ
っ
て
、
日
本
巾
古
天
台
の
観
念
義
に
依
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
恵
心
の

白
行
略
記
の

「
若
翻
＝
己
心
不

Z
異
＝
僻
心
一
法
詮
ニ
如
来
持
妙
法
身
一
」
「
観
二
念
心
体
性

L
「
観
念
周
遍
無
碍
」
「
組
令
一
一
一
諸
法
趣
＝
我
了
念

L
「唯在日『

一
念
－
池
田
観
＝
諸
法

L
（
全
集
三
ノ
四
一
七
）

等
敷
所
に
示
せ
る
が
如
ぎ
翻
念
成
併
の
思
想
と
、
血
児
超
の
自
記
略
記
註
等
を
引
用
し
て
解
躍
し
給
へ
る
、
第
二
義
的
御
堂
同
友
り
。
五
大
融

過
は
決
し
て
本
化
の
極
談
に
非
ざ
る
・
な
り
－
u

本
よ
り
線
勘
文
妙
に
・

五
行
者
地
水
火
風
空
す
五
大
種
ト
モ
五
濫
ト
モ
五
戒
ト
モ
五
常
ト
モ
五
方
ト
モ
五
智
ト
モ
五
時
ト
モ
耳
ヲ
只
一
物
三

T

経
経
ノ
同
時
設
す
内
典
外
典
ノ
名
目
ノ
異
名

す
今
経
＝
開
レ
之
設
計
，
一
切
衆
生
ノ
心
中
ノ
五
仰
性
五
智
ノ
如
来
ノ
種
子
↓
是
則
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
也
（
一
九

O
四）

と
、
設
き
給
へ
る
は
経
意
b
L
指
し
て
体
と
・
な
し
‘
一
憾
に
約
し
て
直
に
一
疋
ひ
給
ひ
し
も
の
に
し
て
、
行
者
を
し
て
色
心
全
く
妙
法
五
字
の
休

た
る
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
し
給
へ
る
も
の
左
り
。
害
師
の
如
く
五
宇
を
直
に
五
大
と
云
ふ
左
同
じ
か
ら
ざ
る
た
り
。
故
に
輝
師
云
く
、

若
夫
高
岨
直
指
レ
各
局
レ
休
叫
引
所
詞
指
ニ
経
意
一
筋
ι
休
者
即
五
重
玄
第
二
体
玄
義
是
也
経
亦
名
＝
．
貧
相
義
↓
亦
名
＝
秘
殿
等
一
日
疋
一
部
所
詮
之

義
制
而
山
県
一
一
直
描
＝
語
法
営
体
之
形
色
↓
不
レ
同
故
一
疋
＝
体
也
意
也
所
詮
也
一
部
品
忌
持
等
↓
一
五
云
（
充
沿
困
全
集
三
ノ
二
三
九
日
〉

宗
幽
の
正
意
は
十
界
五
共
事
一
念
三
千
を
以
っ
て
妙
法
任
字
を
期
す
に
あ
り
。
即
ち
妙
法
は
但
日
疋
十
界
十
如
機
貨
の
法
。
蓮
華
一
ほ
十
界
の

樺
質
凶
旧
京
の
法
を
警
ふ
る
な
り
。
五
大
十
回
作
体
に
別
無
き
に
似
た
り
と
雌
も
、
五
大
は
是
れ
能
成
‘
十
界
は
臼
疋
れ
所
成
伝
り
。
而
し
て
今

挫
の
正
意
は
十
界
本
有
依
正
常
位
、
体
用
共
足
三
千
呆
成
b
L
明
す
に
あ
れ
ば
何
ぞ
五
大
を
以
っ
て
顕
す
を
特
ん
や
。
即
ち
知
る
、
雄
第
悶

市
計
成
院
日
議
師
と
そ
の
数
撃

一
一
五



事
成
院
日
霧
削
と
そ
の
敬
皐

一
一
六

巣
の
二
徳
は
但
日
正
十
凶
作
互
具
事
一
念
三
千
を
以
っ
て
顕
す
を
得
る
の
み
。
故
に
輝
師
云
く
．

五
大
融
通
一
相
無
醗
木
ι
足
レ
顕
－
－
於
樺
貰
正
軌
－
況
蓮
華
六
義
種
々
法
相
似
依
＝
於
十
界
一
一
疋
云
（
充
拾
園
全
集
三
ノ
三
二
二
百
）

と
。
河
合
同
辰
師
亦
探
霊
に
於
て
書
師
の
謬
見
を
斥
け
北
尾
日
大
帥
更
に
破
し
て
云
く
、

興
へ
て
之
を
見
れ
ば
中
古
日
本
天
台
。
亜
流
に
過
ぎ
守
、
奪
っ
て
之
を
云
へ
ば
小
乗
外
道
の
見
た
る
の
み
、
何
ぞ
本
化
の
極
談
な
ら
ん

ゃ
。
〈
畢
報
七
四
銃
三

O
頁
）
と
。

第
二
節

店五

組

論

削
崎
七
之
容
附
録
四
五
に
明
せ
る
所
に
し
て
、
害
削
自
身
が
一
区
ヘ
る
が
如
く
、
宗
組
の
顕
働
未
来
記
（
九
七
六
）
及
び
諌
暁
八
幡
紗
（
二

O
凶

O
〉
等
に
日
月
の
出
設
を
以
っ
て
僻
法
の
流
停
を
一
不
し
給
へ
る
文
に
依
っ
て
、
働
法
必
十
日
本
闘
に
縁
る
る
所
以
を
説
き
、
日
の
服

践
の
二
用
と
、
宗
組
り
如
日
断
の
二
倍
と
を
同
一
な
り
と
慣
値
付
け
て
、
本
地
護
控
の
詮
を
以
っ
て
、
我
が
組
の
出
現
を
論
じ
て
ゐ
る
。

本
地
黍
挫
の
設
は
日
本
伸
哉
の
一
特
色
で
あ
る
ヮ
そ
れ
の
起
り
し
所
以
O
も
の
は
‘
勿
論
我
が
間
体
の
し
か
ら
し
む
る
所
た
の
で
あ
る

書
師
が
此
の
誌
を
以
ハ

J

て
高
組
を
前
守
る
事
亦
大
い
に
可
た
り
、
今
患
が
卑
見
を
以
っ
て
之
れ
を
耕
や
る
事
．
但
そ
の
隼
巌
を
胃
さ
ん
事

を
憧
れ
て
止
む
も
‘
少
し
く
私
に
記
し
て
越
ぶ
れ
ば
、
弐
の
如
し
。

宗
敢
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
問
題
は
、
そ
れ
自
身
の
慣
値
の
問
題
で
あ
る
。
即
ち
宗
教
が
そ
れ
の
持
つ
慣
値
の
大
小
に
依
り
、
そ
O

高
下
を
決
す
る
事
が
出
来
る
、
故
に
自
身
を
更
に
高
く
債
値
付
け
る
事
に
依
っ
て
、
其
の
宗
敬
は
更
に
高
ま
る
の
で
あ
る
。
例
せ
ば
、
原

始
時
代
に
於
け
る
一
個
の
石
片
を
崇
拝
す
る
宗
敢
に
於
て
、
そ
の
石
片
が
今
迄
崇
拝
せ
ら
れ
た
る
素
質
以
外
に
、
更
に
そ
れ
を
崇
拝
す
る

人
K

が
偉
な
り
と
信
守
る
或
物
に
酷
似
せ
る
場
合
・
而
し
て
そ
れ
が
前
の
素
質
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
時
即
ち
そ
の
石
片
が
更
に
慣
値
付
け



ら
れ
た
る
時
と
れ
に
封
ず
る
隼
崇
の
念
は
更
に
高
ま
る
の
で
あ
る
o
悌
救
東
漸

ω思
想
が
、
或
ひ
は
地
形
に
、
叉
は
賞
時
の
交
通
の
朕
態

に
、
共
他
如
何
な
る
事
に
原
因
し
て
興
り
た
り
と
し
て
も
、
換
言
せ
ば
‘
そ
れ
の
事
貰
の
原
因
が
何
曲
胞
に
あ
り
と
も
、
日
と
月
と
、
最
も

高
き
そ
れ
に
憤
値
づ
け
る
時
．
そ
れ
の
慣
値
が
更
に
高
ま
る
事
は
言
b
L
待
た
ぬ
。
又
‘
宗
凪
O
上
行
の
白
血
買
を
、
皐
に
自
民
閣
に
止
む
る
事

な
く
誕
に
ζ

れ
を
憤
値
づ
け
る
時
．
更
に
ふ
』
れ
が
宗
救
的
に
な
る
は
事
質
で
あ
る
。
書
師
が
今
、
慎
値
づ
け
ら
れ
た
る
東
漸
の
思
想
と
、

本
地
垂
越
の
設
と
を
は
っ
て
、
高
温
の
出
現
を
論
ぜ
し
は
、
宗
敬
の
質
践
的
方
面
を
債
値
づ
け
、
更
に
強
調
せ
る
も
の
な
ら
ん
。

第
三
節

四

箇

格

言

論

削
略
七
之
各
附
鋒
五
以
後
に
論
・
？
る
所
に
し
て
、
初
め
に
問
答
を
設
け
て
破
折
強
言
の
理
由
を
翠
ぐ
。
即
ち
四
ケ
僚
に
分
け
て
云
〈
、

ハ
趣
意
）

一
、
破
折
強
言
に
非
ざ
れ
ば
数
々
の
雨
字
讃
み
得
4
y
o

滋
言
を
以
つ
て
の
故
に
質
裁
交
々
来
っ
て
、
金
口
虚
し
か
ら
宇
。
即
ち
如
来
の

使
な
る
事
、
信
4
7
可
き
に
足
る
と
。
私
に
記
し
て
一
宮
く
。
此
の
設
少
し
く
巧
設
に
過
ぎ
た
り
。
法
師
口
聞
に
日
く

而
此
経
者
如
来
現
在
猫
多
怨
嫉
況
誠
度
後

と
。
即
ち
知
る
、
必
ヂ
し
も
強
言
・
な
ら
・
？
と
も
‘
此
経
を
受
持
せ
ば
散
K

の
南
山
手
を
讃
み
得
る
を
。
破
折
強
言
せ
ら
れ
し
は
、
末
法
の
弘

通
方
軌
に
よ
る
た
り
。

二
、
盛
語
佐
川
ひ
ざ
れ
ば
他
宗
b
L
破
り
難
し
。
邪
正
を
分
た
ざ
れ
ば
賢
布
た
し
＠

三
、
諸
宗
b
L
破
る
に
依
っ
て
、
強
毒
の
法
潤
一
時
に
摘
衡
す
。

四
、
問
箇
格
言
粗
々
一
彼
此
の
邪
正
を
分
つ
に
由
っ
て
、
来
り
聞
は
ざ
る
も
自
ら
法
理
を
察
し
、
潜
に
化
風
を
扇
く
。

事
成
院
日
曜
時
師
と
そ
の
致
事

一
一
七



事
成
院
日
誇
附
・
と
そ
の
教
皐

一
一
八

と
。
弐
で
四
箇
立
一
士
一
口
の
旨
乞
談
A
T
。
抑
々
四
箇
格
言
は
我
凪
の
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
代
表
的
四
宗
に
封
す
る
評
破
に
し
て
、
四
宗
そ
れ
白

身
各
々
宗
教
と
し
て
の
生
命
を
有
す
る
な
ら
ん
も
、
更
に
進
歩
せ
る
完
全
な
る
宗
救
た
る
ん
一
不
凪
の
立
場
よ
り
見
る
時
は
、
他
宗
に
於
け
る

成
併
は
論
じ
得
ざ
る
事
た
り
。
市
る
に
世
人
乙
の
本
化
の
艇
設
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
．
他
宗
に
よ
っ
て
得
ら
れ
ざ
る
成
怖
を
、
し
か
も
得

た
り
と
且
へ
る
を
思
念
し
給
ふ
て
、

一
位
宗
的
樺
質
判
を
以
一
う
て
諸
｛
一
不
を
破
し
‘
再
往
本
化
の
極
設
を
知
ら
し
め
ん
が
筋
の
敬
判
が
．
と

6
四
筒
格
言
で
あ
る
。
即
ち
今
害
師
凶
箇
裕
一
言
の
立
国
日
を
明
す
に
、
｛
一
不
凪
の
意
を
顕
す
事
．
明
K

－
た
り
、
赫
k

た
り
。
即
ち
帥
の
側
略
附

録
諸
論
中
の
白
眉
た
り
。
害
帥
の
四
伸
e
M
L

越
ぶ
れ
ば
弐
の
如
し
。

組
じ
で
は
他
宗
皆
堕
最
の
敢
な
る
を
破
し
、
本
化
。
柴
誌
を
一
不
さ
る
縁
語
に
し
て
、
別
し
て
初
め
に
念
伸
無
間
と
破
す
る
は
、
彼
の
時

土
の
一
門
は
、
此
土
有
縁
の
轄
迦
如
米
を
無
嗣
し
し
℃
他
方
無
縁
の
鋪
陀
J
L

本
怖
と
立
て
、
徒
ら
に
崎
市
土
D
L
説
き
て
他
力
易
行
の
念
備
を

以
て
成
仰
を
説
く
o
然
る
に
浮
土
そ
も
何
協
に
あ
り
や
。
無
縁
の
繭
陀
何
ぞ
此
土
を
潤
さ
ん
。
日
疋
れ
樫
敢
に
し
て
末
代
劣
機
の
震
の
良
薬

に
非
4
y
c

今
法
華
は
極
山
替
の
経
、
受
持
唱
嗣
良
く
婆
‘
婆
即
寂
光
と
成
仰
せ
し
む
O

H

E
れ
末
法
時
機
相
躍
の
敢
に
し
て
他
経
不
設
の
庇
友
り

極
集
は
即
ち
寂
尤
に
過
ぎ
た
る
は
英
し
。
何
ぞ
法
華
以
外
に
桜
柴
を
詑
き
特
ん
や
。
然
る
に
彼
是
を
知
ら
歩
、
法
華
を
誘
っ
て
難
行
道
と

す
口
共
の
罪
正
に
堕
獄
に
営
れ
り
o
即
ち
経
に
日
く
・

若
人
不
レ
信
段
＝
諒
此
経
↓
乃
至
其
人
命
総
入
＝
阿
鼻
獄
一
（
法
華
経
害
時
品
〉

と
。
宗
祖
即
ち
彼
が
主
厳
に
反
せ
る
言
乞
刷
ひ
て
、
念
帥
無
聞
と
破
し
給
へ
り
。
と
。
私
に
記
し
て
云
く
‘
浮
土
一
門
の
不
成
怖
に
就
き

て
は
前
節
に
詮
け
り
。
故
に
今
是
れ
を
略
す
。
書
師
更
に
次
の
句
を
轄
し
て
、
蹄
家
は
自
ら
救
外
別
倖
不
立
文
字
の
主
義
を
骨
張
し
、
品
脚

設
に
依
ら
十
し
て
飾
意
に
建
せ
ん
と
計
る
、
即
ち
可
説
不
可
設
の
雨
門
を
全
く
誤
る
な
り
。

E
つ
叉
、
謂
己
均
備
の
上
慢
に
陥
っ
て
、
未

だ
詮
せ
ざ
る
を
設
せ
り
と
息
へ
り
。
即
ち
合
口
に
日
く
、



不
L

随
＝
働
話
一
者
悉
是
魔
品
守
層
ハ
浬
繋
経
邪
正
品
）

叉
日
く

増
上
慢
比
丘
持
墜
＝
於
大
抗
－
ハ
法
華
経
方
便
口
問
〉

ム」
0

宗
祖
即
ち
之
に
依
っ
て
、
伎
が
自
負
す
る
所
に
敵
劃
し
て
法
華
経
の
無
作
三
身
に
依
っ
て
と
そ
即
悌
の
理
は
現
る
な
り
、
即
ち
開
天

躍
と
破
し
給
へ
り
。
と
。
私
に
記
し
て
一
式
く
、
締
家
既
に
真
理
を
詮
せ
歩
且
つ
共
の
客
体
た
る
や
何
等
の
力
な
し
。
次
に
需
師
、
良
一
言
破

の
一
句
を
躍
し
て
、
国
民
言
の
大
日
は
単
に
之
れ
法
身
、
何
ぞ
我
が
家
の
三
身
具
足
三
徳
具
備
の
本
備
に
比
す
ペ
け
ん
や
。
犬
日
は
耀
迦
に

勝
る
の
詑
最
も
持
な
り
。
謂
ん
や
顕
斡
二
敬
の
分
別
を
誤
り
、
法
華
を
下
し
て
第
三
に
置
き
、
己
れ
是
れ
王
法
な
り
と
自
負
す
る
は
非
中

の
非
な
り
o
而
る
に
法
華
は
我
が
祖
の
安
圏
の
結
勤
に
顕
然
た
る
如
く
異
に
護
閣
の
法
た
り
。
即
ち
こ
L
に
於
て
宗
祖
は
毘
言
亡
閣
と
破

し
給
へ
る
な
り
3

と。

私
に
記
し
て
一
足
く
、
容
体
の
不
完
全
な
る
宗
教
を
以
っ
て
何
ぞ
完
全
な
る
宗
殺
と
な
し
得
ん
や
。
員
一
一
＝
口
の
一
門
は
智
的
に
流
し
が
故
に

遂
に
理
悌
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
而
る
に
そ
れ
が
巧
設
な
る
が
故
に
、
宗
祖
最
も
力
を
用
ひ
て
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
書
師
、
律
閣
賊
の
一
何
を
轄
し
て
、
律
ん
一
却
は
即
ち
小
乗
の
戒
律
を
以
っ
て
主
義
と
す
。
而
る
に
真
正
の
戒
は
、
大
乗
一
一
貨
の
正

法
を
受
持
す
る
を
以
っ
て
根
本
と
な
す
。
彼
が
二
百
五
十
戒
は
翠
に
是
れ
枝
末
の
み
。
而
る
に
彼
等
自
負
し
て
阿
賀
と
な
す
。
若
し
夫
れ

二
百
五
十
戒
に
汲
々
せ
ん
か
、
即
ち
国
事
に
勤
し
み
得
ん
や
。
正
に
知
る
閑
賓
却
て
関
賊
な
る
を
。
且
つ
、
大
乗
吃
誘
っ
て
じ
か
主
的
制

の
大
戒
を
倫
む
は
、
全
く
是
れ
法
賊
な
り
。
即
ち
宗
組
乙

a
A
K
於
て
、
法
華
の
是
名
持
戒
と
そ
閑
費
な
り
。
と
し
、
彼
等
が
自
負
に
反
し

て
闘
賊
と
破
し
給
へ
る
た
り
。
と
。

如
上
略
記
せ
る
が
如
く
、
四
筒
立
言
の
旨
を
明
し
て
顕
然
た
り
。
勿
論
四
筒
立
一
言
を
三
秘
を
以
っ
て
轄
し
得
る
も
、
害
師
は
之
を
、
成

事
成
院
日
害
時
師
と
そ
の
致
事

一
一
九



事
成
院
回
議
師
と
そ
の
数
皐

。

悌
、
本
伸
、
安
園
、
行
法
を
以
っ
て
樺
せ
る
な
り
D

以
上
を
以
っ
て
削
略
上
の
害
師
救
撃
の
大
観
を
畢
る
も
、
是
れ
は
唯
、
附
録
を
中
心
と
し
て
見
た
る
の
み
。
締
じ
で
は
既
に
初
め
に
一

官
せ
る
如
く
、
導
師
の
皐
設
を
糟
承
せ
る
も
の
に
し
て
、
未
だ
完
全
な
る
宗
撃
に
非
・
？
と
雌
も
、
即
ち
是
れ
今
日
の
宗
墜
へ
の
一
過
程
な

り
。
我
が
組
が
既
に
五
綱
判
を
以
っ
て
敬
一
示
し
給
へ
る
が
如
く
、
宗
敬
は
時
代
と
共
に
そ
れ
に
眠
障
し
て
進
展
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
と

の
貼
よ
り
見
れ
ば
、
需
師
の
宗
風
一
段
既
に
過
去
の
も
の
な
り
と
云
び
得
る
も
、
民
理
は
常
に
一
－
な
る
を
見
る
時
、
そ
れ
は
皐
に
表
現
が
過

去
な
る
の
み
で
あ
る
。
勿
論
思
想
の
慶
化
に
よ
り
そ
れ
に
順
臆
す
る
ペ
く
、
そ
の
宗
散
が
質
化
す
る
と
も
、
そ
れ
は
唯
、
更
に
皐
問
的
に

慣
値
付
け
ら
る
L
べ
く
、
表
現
の
方
法
が
異
る
の
み
で
あ
る
。
北
尾
日
大
師
が
大
崎
製
報
（
七
十
・
四
蹴
〉
に
於
て
、
「
現
代
の
要
求
に
臆
4
1

ペ
き
も
の
に
非
ざ
る
が
如
し
」
と
云
へ
る
も
叉
可
な
ら
ん
も
、
然
ら
ぽ
果
し
て
現
代
の
宗
撃
と
稿
す
べ
き
も
の
有
り
や
否
や
。

建
土
柳
津
の
一
回
思
子
に
し
て
猫
と
の
憾
あ
り
。
願
く
ば
本
化
の
諸
匠
、
思
が
需
に
読
一
不
あ
ら
ん
事
を
。

筆
了
ら
ん
と
し
て
温
か
に
角
田
山
上
書
公
霊
墳
を
思
ふ
て
合
掌
す
。

南
無
事
成
院
日
書
k
人
増
固
妙
遺
依
憐
大
畳

月
は
園
理
の
灯
を
か
L
げ
、
霧
不
断
の
香
b
L
焚
き
・
松
縞
常
住
の
天
禦
b
L
奏
せ
よ
o
併
せ
て
一
肺
る
、
回
収
’
が
筆
罪
を
赦
し
給
へ
。
ム
」
0


